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◎
12
月
定
例
会

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月

４
日
に
召
集
さ
れ
、
10
日

ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
期
定
例
会
で
は
、
町

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
専
決

処
分
の
報
告
及
び
承
認
案

件
１
件
、
補
正
予
算
案
件

７
件
、
条
例
等
に
関
す
る

案
件
15
件
の
計
23
件
が
上

程
さ
れ
原
案
ど
お
り
全
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
で
は

斗
賀
高
太
郎
議
員
、
大
崎

昭
子
議
員
、
市
川
俊
光
議

員
の
３
名
が
登
壇
し
、
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
議
案
は
以

下
の
と
お
り
で
提
案
理
由

は
次
頁
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

審　議　さ　れ　た　議　案　等
〇令和７年第４回東北町議会定例会（令和７年12月10日）
議案番号 件　　　　　名 議決結果
議案第70号
（専決第11号）

専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて
（令和７年度東北町一般会計補正予算） 承 認

議案第71号 令和７年度東北町一般会計補正予算案

原案可決

議案第72号 令和７年度東北町国民健康保険事業特別会計補正予算案
議案第73号 令和７年度東北町後期高齢者医療特別会計補正予算案
議案第74号 令和７年度東北町介護保険特別会計補正予算案
議案第75号 令和７年度東北町介護サービス事業特別会計補正予算案
議案第76号 令和７年度東北町上水道事業会計補正予算案
議案第77号 令和７年度東北町下水道事業会計補正予算案
議案第78号 東北町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例案

議案第79号 東北町の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部を改
正する条例案

議案第80号 東北町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案
議案第81号 東北町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案
議案第82号 東北町非常勤特別職の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案
議案第83号 東北町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
議案第84号 東北町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
議案第85号 東北町職員等の旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案
議案第86号 東北町国民健康保険条例の一部を改正する条例案
議案第87号 東北町国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する条例案
議案第88号 東北町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例案
議案第89号 東北町地域福祉基金条例を廃止する条例案

議案第90号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村総
合事務組合規約の変更について

議案第91号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町
村職員退職手当組合規約の変更について

議案第92号 町道の路線認定について

令
和
７
年
12
月
定
例
会
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議案第70号
台湾台北市士林区との友好交流に伴う経費と、町営
横沢山放牧場の漏水修理工事で予算不足が生じたた
め、緊急に一般会計を補正した専決処分を承認。​
議案第71号
令和７年度東北町一般会計補正予算（第４号）。既定
予算総額に２億9,055千円を増額し、歳入歳出総額
を127億6,216万７千円とする。​
議案第72号～第77号
令和７年度国民健康保険事業特別会計など各特別会
計、および上下水道事業会計の計６件について、収
支実績に基づく補正予算を行う。​
議案第78号
児童福祉法改正に伴い、乳児等通園支援事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例を新設。​
議案第79号
公職選挙法施行令改正に伴い、議会議員・町長選挙
における選挙運動の公営に関する条例を改正。​
議案第80号
地方公務員育児休業等法改正に伴い、職員の育児休
業等に関する条例を改正。​
議案第81号
国家公務員旅費法改正と議員期末手当改定に伴い、
議員報酬及び費用弁償等に関する条例を改正。​
議案第82号
国会議員選挙経費基準法改正と国保事業運営協議会
名称変更に伴い、非常勤特別職の報酬及び費用弁償
に関する条例を改正。​
議案第83号
特別職報酬等審議会答申に基づき、特別職の給料月
額及び期末手当支給割合を改定し、特別職給与条例
を改正。​

議案第84号
青森県人事委員会の報告・勧告に基づき、職員の給
料月額及び期末手当等を改定し、職員給与条例を改
正。​
議案第85号
国家公務員旅費法改正と職員期末手当改定に伴い、
職員等の旅費及び費用弁償に関する条例を改正。​
議案第86号
国保事業運営協議会名称変更に伴い、国民健康保険
条例を改正。​
議案第87号
青森県国保運営方針改定に伴い、国民健康保険財政
調整基金条例を改正。​
議案第88号
地方公務員育児休業法改正に伴い、企業職員の給与
の種類及び基準に関する条例を改正。​
議案第89号（地域福祉基金）
目的を達成した地域福祉基金条例を廃止。​
議案第90号
黒石地区清掃施設組合が令和８年３月31日に解散す
ることに伴い、青森県市町村総合事務組合の構成自
治体数の減少と規約変更を行う。​
議案第91号
黒石地区清掃施設組合が令和８年３月31日に解散す
ることに伴い、青森県市町村職員退職手当組合の構
成自治体数の減少と規約変更を行う。​
議案第92号
町道250号線及び甲地11号線を新たに町道として路
線認定。

議 案 等 提 案 理 由

表紙に映
る、地域を守る力

　令和８年１月11日、出初式が行われまし
た。町内各地域の消防団が一堂に会し、規律
正しい行進から日頃の訓練の成果と地域防災
を支える強い使命感が感じられました。
　厳しい環境の中でも町民の安全・安心を守
り続ける団員の皆さんに敬意を表します。
　町議会としても、地域を支える消防団の活
動が円滑に行われるよう、防災体制の充実に
努めてまいります。

令
和
７
年
12
月
定
例
会
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斗賀　高太郎 議員

①鳥獣害対策の取り組みを
質問　�駆除と合わせて熊や猪の餌となるブナの植樹や里山

の復興、維持管理も鳥獣害対策になりうると考えて
いますが、町で現在、ブナの植樹や里山の復興、維
持管理に関する取り組みを実施しているか問う。

②上北中学校のトイレの洋式化を
質問　上北中学校のトイレの洋式化はどの程度すすんでいるか。

③部活動・クラブ活動の地域移行と運動施設の利用者向上を
質問１　�部活動の地域移行に対する準備ならびに補助金の申請や受け入れ態勢整備はどの程

度進んでいるのか。
質問２　地域移行に伴い老朽化が進んでいる運動施設等の再整備等も検討しているのか。
質問３　�運動公園等の維持管理費と利用者数に大きな乖離があるため利用率向上を図るとの

事でしたが、現在検討もしくは行っている施策はあるのか。

 町　長　答　弁 
質問①について　東北森林管理局によると、今年度は東北全県でブナ
の実が大凶作となり、その不足がクマの人里出没増加の一因とされて
います。町では民有林野造林間伐事業により森林整備を進めています
が、主にスギなどの用材樹種を対象としており、ブナの造林は実施し
ていません。かつて里山は人と野生動物を隔てる緩衝帯として機能し、
整備は被害対策となり得ますが、町では対象範囲が広いため、現時点
で里山整備事業は行っていません。

 教育長　答　弁 
質問②について　上北中学校では、平成20年度の耐震改修時に男女各
階トイレ１台ずつを洋式化しましたが、当時は衛生面への懸念から洋
式１台で十分との判断でした。現在は家庭での洋式普及が進み、和式を
使えない生徒も増えているため、特に女子トイレで混雑が生じ、学校か
ら増設要望が出ており、町は今後検討する方針です。

質問③－１－２－３について　部活動の地域移行については、町教育委
員会が令和８年度に休日、令和10年度に平日を含め完全移行を目標とし、
推進計画を策定しました。アンケートや意見交換を通じ課題を把握し、
指導者確保や運営体制の整備を進めています。助成金制度も活用しつつ、
他自治体の事例を参考に準備を進めます。さらに、北・南総合運動公園
では老朽化が進んでおり、防衛施設周辺整備事業を活用し改修を進めて
います。備品更新にも補助金の活用を図り、年次的な整備計画を検討中
です。利用率向上のためには、自然環境などの利点を活かしたPRや利用
者意見の反映に努めていく考えです。

一般質問の詳細
や再質問につい
ては、ＨＰをご
確認ください。

長久保　町長

長尾　教育長

一
般
質
問
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大崎　昭子 議員

①町のまつり事業の見直しを
質問１　�各まつりの今年の来場者数と増減の傾向を問う。
質問２　�現在開催されている春まつり、秋まつり、日の本

中央まつり、産業と文化まつりを集約、または見
直しする考えはあるか問う。

②観光協会の独立を
質問１　�観光協会として町のイベントや飲食店等の

ＰＲをどのようにすすめているのか。
質問２　観光協会を独立させる考えはあるか問う。

 町　長　答　弁 
質問①－１について　今年度の各まつりは町制施行20周年記念事業
として開催し、桜まつりは延べ2,200人、湖水まつりはブルーインパ
ルス展示飛行など話題の催しを含め１万8,000人、秋まつりは１万
人、日の本中央まつりは２万1,000人、生き活き産業文化まつりは悪
天候の影響で5,000人が来場しました。いずれも天候の影響を受けつ
つも、ＳＮＳや広報効果により全体的には増加傾向となっています。

質問①－２について　まつりの集約については、春まつりは各会場で
異なる趣向を持つ構成であるため、統合の予定はありません。秋まつ
りと日の本中央まつりは、それぞれ地域の伝統や文化に根差した特色
を有しており、町としては地域の判断を尊重し現時点で集約の考えは

ないとしています。一方、生き活き産業文化まつりでは開催場所や在り方について実行委員
会で協議を行い、アンケート結果を踏まえ今後の方向を検討していく方針です。

質問②－１について　観光協会は、地域の観光振興を目的とし、情報発信や観光資源の整備、
地域連携、観光客受入れの充実などを通じて地域の魅力向上に取り組んでおります。東北町
観光協会では、町のイベントPRとしてSNSやポスター、チラシの活用に加え、地元メディア
や道の駅と連携し広報活動を行っています。飲食店のPRでは、SNSでの紹介やパンフレッ
ト・マップへの掲載を通じ、来訪者が地元の飲食店を利用しやすいよう工夫しています。ま
た、商工会や各団体と連携し、地域全体の活性化を図っています。

質問②－２について　観光協会の独立については、自主性や効率性の向上に資する重要な課
題と認識していますが、人材確保や資金調達など多くの課題があるため、会員や地域住民の
意見を踏まえ、最適な運営体制を今後検討してまいります。

一般質問の詳細
や再質問につい
ては、ＨＰをご
確認ください。

長久保　町長

一
般
質
問
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市川　俊光 議員

①B-1B爆撃機飛行の騒音被害に対処を
質問１　�米軍三沢基地で運用されたB-1B爆撃機の飛行によ

り住宅が振動する爆音被害が生じた。町として調査
と対処を行うべきと考えるが、町の見解を問う。

質問２　�三沢基地でのB-1B爆撃機の運用について、今後の
見通しと町の対応を問う。

②中小業者の賃上げ支援を
質問１　�大都市圏との賃金格差が人口流出の要因の一つとなっている。町内の中小業者の賃

上げを促進する施策が必要であると考えるが、町の対応を問う。
質問２　�町内の中小業者の賃上げを後押しする財政支援に取り組む考えはあるか。町の考え

を問う。

 町　長　答　弁 
質問①－１について　米空軍B-1B爆撃機の三沢基地への飛来は、今
年度４月に続き２回目で、10月15日と17日に各２機が飛来し、11月
15日と17日に帰投したと東北防衛局から報告を受けています。防衛
局の説明によれば、今回の飛来は米空軍の戦略的任務「ボマー・タス
ク・フォース（BTF）」の一環として、抑止力の強化と平和・安全の
促進を目的に行われたもので、運用上の必要に基づく一時的な展開と
のことです。

質問①－２について　町としては、今後も同様の飛来が行われる可能
性を認識しておりますが、住民生活に支障を来す事態が生じた際には、東北防衛局を通じて
米側に適切な要請を行う考えです。引き続き住民の生活環境に配慮しつつ、関係機関と連携
して対応してまいります。

質問②－１について　大都市圏との賃金格差が人口流出の一因となっていることは重要な課
題であり、町では中小業者の持続的な賃上げと生産性向上を図るため、「中小企業等経営強
化法」に基づく「導入促進基本計画」を策定し、国の同意を得て「先端設備等導入計画」を
受け付けています。この制度により、生産性向上と賃上げ方針を示した設備投資を行う中小
業者は、固定資産税の軽減等の支援を受けることができます。これにより経営基盤を強化し、
賃上げに踏み切りやすい環境づくりを進めております。

質問②－２について　直接的な賃上げ補助は実施していませんが、「商業者等未来経営支援事
業費補助金」により設備投資や店舗改修を支援し、結果として賃上げ促進につながる取組を
行っています。今後も国県の動向を踏まえ、地域経済の活性化と人口流出抑制に努めてまい
ります。

一般質問の詳細
や再質問につい
ては、ＨＰをご
確認ください。

長久保　町長

一
般
質
問
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各
委
員
会
の
活
動
（
10
月
～
12
月
）

★
総
務
企
画
常
任
委
員
会

開 
催 
日

事　
　
　
件
（
内
容
）

11
月
19
日
所
管
事
務
調
査

　
⑴
企　
画　
課　
①
通
勤
通
学
バ
ス
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑵
総　
務　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑶
財　
政　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
産
業
建
設
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

11
月
20
日
所
管
事
務
調
査

　
⑴
農
林
水
産
課　
①
ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑵
商
工
観
光
課　
①
令
和
７
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
及
び
企
業
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑶
上
下
水
道
課　
①
主
要
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
⑷
建　
設　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑸
農
業
委
員
会　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
教
育
民
生
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

11
月
21
日
所
管
事
務
調
査

　
⑴
学　
務　
課　
①
令
和
８
年
度
東
北
町
小
・
中
学
校
の
学
級
編
成
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑵
町　
民　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑶
福　
祉　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑷
高
齢
介
護
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑸
保
健
衛
生
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑹
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
議
会
運
営
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

11
月
28
日
⑴
会
期
日
程
に
つ
い
て

　
①
令
和
７
年
第
４
回
東
北
町
議
会
定
例
会
付
議
事
件
の
概
要

　
②
議
会
提
出
案
件
（
予
定
）
等

　
③
一
般
質
問
通
告
状
況

⑵
陳
情
書
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

★
基
地
対
策
等
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

12
月
17
日
⑴
三
沢
飛
行
場
周
辺
の
第
一
種
区
域
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

★
小
川
原
湖
環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

10
月
16
日

10
月
27
日

11
月
4
日

11
月
5
日

12
月
2
日

12
月
19
日

⑴
要
望
活
動
に
つ
い
て

要
望
活
動
（
高
瀬
川
河
川
事
務
所
）

要
望
活
動
（
国
土
交
通
省
）

要
望
活
動
（
東
北
地
方
整
備
局
）

⑴
青
森
県
へ
の
要
望
会
に
つ
い
て

要
望
会
（
青
森
県
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
／
県
土
整
備
部
）

★
議
会
広
報
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

10
月
22
日
⑴
議
会
だ
よ
り
第
82
号
の
編
集
に
つ
い
て

★
議
会
改
革
特
別
委
員
会

開 
催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

10
月
14
日

12
月
4
日
⑴
議
員
定
数
削
減
に
関
す
る
検
討
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

⑴
議
員
定
数
削
減
に
関
す
る
検
討
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

各
委
員
会
の
活
動
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委
員
会
報
告

○
総
務
企
画
常
任
委
員
会

�

（
11
月
19
日
開
催
）

�

委
員
長　

沼　
山　
英　
隆

所
管
事
務
調
査
結
果

企
画
課

・�

通
勤
通
学
バ
ス
事
業
に
つ
い
て

１　
事
業
の
概
要

　
十
和
田
観
光
電
鉄
バ
ス
が
運
行

し
て
い
た
３
路
線
が
、
令
和
４
年

９
月
30
日
を
も
っ
て
廃
止
と
な
っ

た
た
め
、
通
勤
及
び
通
学
等
の
支

援
を
目
的
と
し
て
、
令
和
４
年
10

月
３
日
か
ら
、
町
民
バ
ス
に
よ
る

実
証
運
行
を
「
通
勤
通
学
バ
ス
」

と
し
て
、
無
料
で
実
施
し
て
い
る
。

２　
運
行
経
路

　
⑴　

�

乙
供
甲
地
線

　
　
（
乙
供
駅
～
甲
地
～
中
村
間
）

　
　
：
朝
１
便　
・
夕
１
便

　
⑵　

�

榎
林
六
ケ
所
線

　
　
（
乙
供
駅
～
保
戸
沢
～
中
村
間
）

　
　
：
朝
１
便　
・
昼
１
便

　
⑶　

�

舟
ヶ
沢
線

　
　
（
乙
供
駅
～
甲
地
～
鶴
ケ
崎
間
）

　
　
：
朝
１
便　
・
夕
１
便

３　
運
賃

　
無
料
（
実
証
運
行
期
間
中
）

４　
今
後
の
運
行
等
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
２
月
19
日
開
催
の
総

務
企
画
常
任
委
員
会
で
、
令
和
７

年
度
当
初
予
算
に
、
学
務
課
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費
と
し
て
、
ワ

ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
２
台
分
の
予
算

を
計
上
し
、
購
入
後
は
、
令
和
８

年
度
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
及
び
通

勤
通
学
バ
ス
と
し
て
使
用
し
、
通

勤
通
学
バ
ス
の
有
償
旅
客
運
送
を

導
入
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
説
明

を
行
っ
て
い
た
が
、
本
年
７
月
に

行
っ
た
入
札
後
、
落
札
業
者
が
契

約
辞
退
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
の
購
入
が
困
難
と

な
っ
た
た
め
、
通
勤
通
学
バ
ス
の

有
償
旅
客
運
送
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
次
年
度
以
降
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク

ス
カ
ー
の
購
入
後
に
、
実
施
予
定

と
な
り
、
通
勤
通
学
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
町
民
バ
ス
に
よ

る
運
賃
無
料
の
運
行
と
な
る
。

〈
委
員
会
の
内
容
〉

　
委
員
会
で
議
論
さ
れ
た
町
民
バ

ス
の
運
行
経
路
と
利
用
実
態
に
関

す
る
質
疑
応
答
で
は
、
低
利
用
率

が
課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
既
存

路
線
の
継
続
、
利
用
者
数
の
少
な

さ
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
化
の
可
能
性
、

車
両
購
入
計
画
で
す
。

　
経
路
と
継
続
方
針

　
委
員
か
ら
は
乙
供
甲
地
線
の
経

路
効
率
の
指
摘
が
あ
り
中
村
経
由

の
見
直
し
を
提
案
し
ま
し
た
が
、

企
画
課
で
は
旧
十
和
田
観
光
電
鉄

の
路
線
を
そ
の
ま
ま
実
証
運
行
で

継
続
し
な
が
ら
町
が
カ
バ
ー
す
る
。

利
用
料
金
を
無
料
か
ら
有
償
化
へ

移
行
し
継
続
性
を
検
証
中
で
あ
る

と
説
明
。

　
利
用
実
態

　
委
員
の
質
問
に
対
し
、
担
当
課

で
は
今
年
度
９
月
末
ま
で
の
全
３

路
線
で
１
日
乗
車
人
数
が
１
～
２

人
で
あ
り
、
朝
夕
の
通
勤
通
学
利

用
が
主
で
、
帰
り
も
同
様
に
低
調

で
あ
る
と
回
答
。

　
今
後
の
検
討
課
題

・�

オ
ン
デ
マ
ン
ド
（
ド
ア
ツ
ー
ド

ア
）
や
時
間
帯
運
行
を
提
案
し
、

過
去
の
議
員
研
修
視
察
を
踏
ま

え
サ
ー
ビ
ス
見
直
し
を
期
待
。

・�

担
当
課
で
は
タ
ク
シ
ー
業
者
と

の
過
去
協
議
で
運
転
手
不
足
が

課
題
で
あ
る
と
し
、
民
間
存
続

を
見
守
り
つ
つ
町
の
移
行
準
備

を
進
め
る
方
針
。

・�

令
和
９
年
度
購
入
予
定
の
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
２
台
は
主
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
用
で
、
低
利
用
路

線
の
代
替
廃
止
時
も
学
務
課
で

継
続
し
て
活
用
す
る
予
定
。

　
本
事
業
に
つ
い
て
は
今
後
、
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
に
向
け
、

実
証
運
行
の
成
果
を
見
極
め
つ
つ

柔
軟
な
運
用
転
換
が
期
待
さ
れ
る
。

【
総
務
企
画
常
任
委
員
会
】

委
員
会
報
告
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○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

�

（
11
月
20
日
開
催
）

　
委
員
長　

笹　
倉　
　
　
健

所
管
事
務
調
査
結
果

農
林
水
産
課

・�

ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
つ
い
て

①　
ナ
ラ
枯
れ
と
は

　
ナ
ラ
枯
れ
は
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ

ク
イ
ム
シ
（
カ
シ
ナ
ガ
）
と
い
う

虫
が
運
ぶ
病
原
菌
（
ナ
ラ
菌
）
に

よ
っ
て
、
ミ
ズ
ナ
ラ
や
コ
ナ
ラ
な

ど
が
感
染
・
枯
死
す
る
病
気
で
す
。

主
に
幹
の
下
部
で
感
染
し
、
夏
頃

に
葉
が
変
色
し
て
枯
れ
ま
す
。
幹

の
太
い
成
木
ほ
ど
被
害
を
受
け
や

す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②�　
東
北
町
に
お
け
る
被
害
の
発

生
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
９
月
、
県
か
ら
町
内

で
の
発
生
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

被
害
は
塔
ノ
沢
山
（
慰
霊
碑
付
近

・
分
庁
舎
向
か
い
側
）、
狐
沢
山
、

添
ノ
沢
の
計
４
か
所
で
、
コ
ナ
ラ

25
本
が
枯
死
し
ま
し
た
。

　
う
ち
町
有
地
17
本
は
県
が
森
林

組
合
に
委
託
し
て
伐
採
処
理
を
行

う
予
定
で
す
。

③　
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
慰
霊
碑
周
辺
で
は
、
森
林
組
合

の
助
言
を
受
け
、
今
後
被
害
が
広

が
る
お
そ
れ
の
あ
る
大
径
木
を
予

防
的
に
伐
採
し
ま
し
た
。
そ
の
他

の
木
に
つ
い
て
は
、
薬
剤
注
入
な

ど
に
よ
る
予
防
対
策
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

④　
青
森
県
内
の
状
況
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
ま
で
に
県
内
22
市
町

村
で
発
生
し
、
令
和
７
年
に
は
東

北
町
を
含
む
７
市
町
村
で
新
た
に

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ナ
ラ
枯
れ
は

県
内
全
域
に
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

⑤　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
県
で
は
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
監
視

や
職
員
の
地
上
調
査
を
実
施
し
、

道
路
や
公
共
施
設
な
ど
に
危
険
を

及
ぼ
す
木
を
優
先
的
に
伐
採
し
ま

す
。
虫
の
活
動
期
（
６
～
９
月
）

の
伐
採
は
被
害
拡
散
を
避
け
る
た

め
行
い
ま
せ
ん
。
町
で
も
県
・
森

林
組
合
と
連
携
し
、
安
全
確
保
と

被
害
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

︻
主
な
質
疑
応
答
︼

Ｑ�

１
．
被
害
は
旧
東
北
地
区
だ
け

で
発
生
し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ�

１
．
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
４

か
所
は
い
ず
れ
も
旧
東
北
地
区

内
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
予
防

対
策
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
自
然
に
広

が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
内
で
は
、
コ
ナ
ラ
の
多
い
旧

東
北
地
区
で
感
染
が
進
み
や
す

く
、
ミ
ズ
ナ
ラ
の
多
い
上
北
地

区
で
は
今
の
と
こ
ろ
被
害
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ�

２
．
ナ
ラ
枯
れ
は
ど
の
木
に
発

生
し
ま
す
か
。

Ａ�

２
．
ナ
ラ
枯
れ
は
主
に
ミ
ズ
ナ

ラ
、
コ
ナ
ラ
、
カ
シ
ワ
、
ク
リ

の
４
種
類
に
発
生
し
ま
す
。
町

内
で
は
現
時
点
で
ク
リ
へ
の
感

染
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ブ
ナ
は
病
原
菌
に
強
く
、

感
染
し
て
も
虫
が
繁
殖
で
き
な

い
た
め
被
害
は
起
き
に
く
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ�

３
．
倒
木
な
ど
の
危
険
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ�
３
．
枯
れ
た
木
は
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
倒
木
の
危
険
が
高

ま
り
ま
す
。
町
で
は
建
設
課
に

よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の

際
に
危
険
木
を
注
視
し
、
必
要

に
応
じ
て
伐
採
な
ど
の
安
全
対

策
を
行
う
方
針
で
す
。
倒
木
事

故
を
防
ぐ
た
め
、
今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

商
工
観
光
課

一
般
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
進
捗

　
令
和
６
年
度
の
寄
附
は
１
，
６

３
４
件
・
３
，
３
６
３
万
円
で
、

前
年
度
を
件
数
減
な
が
ら
約
６
０

０
万
円
上
回
り
ま
し
た
。
米
返
礼

品
の
拡
充
と
全
国
的
な
米
需
要
増

が
寄
與
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
度

10
月
末
時
点
で
は
７
１
６
件
・
１
，

５
６
０
万
円
（
前
年
比
43
件
・
２

６
５
万
円
増
）
で
、
に
ん
に
く
や

冷
凍
し
じ
み
な
ど
の
新
品
目
が
寄

附
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
現
在

14
事
業
者
・
１
３
０
品
目
が
承
認

済
み
で
す
が
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
ポ
イ
ン
ト
付
与
禁
止
に
よ
り
、

返
礼
品
強
化
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
進
捗

　
令
和
６
年
度
は
21
件
・
２
，
１

６
６
万
円
（
現
金
１
，
４
８
０
万

円
、
物
納
６
８
６
万
円
）
で
、
浄

水
器
や
バ
レ
ル
サ
ウ
ナ
を
公
共
施

設
に
活
用
。
令
和
７
年
度
10
月
末

は
９
件
・
１
，
８
０
０
万
円
（
前

年
比
５
４
５
％
増
）
と
好
調
で
す
。

企
業
版
は
返
礼
品
な
し
で
税
控
除

（
最
大
９
割
軽
減
）が
主
な
特
徴
で
、

町
の
地
方
創
生
支
援
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
の
方
針

　
町
で
は
Ｐ
Ｒ
強
化
と
魅
力
的
な

返
礼
品
開
発
を
進
め
、
寄
附
拡
大

を
目
指
し
ま
す
。
企
業
版
も
全
国

周
知
が
進
み
、
支
援
拡
大
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

︻
主
な
質
疑
応
答
︼

Ｑ�

１
．
寄
附
額
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
経
費
を
差
し
引
い
た
実
質

的
な
収
支
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ�

１
．
令
和
６
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
と
企
業
版
を
合
わ
せ
た
歳

入
は
４
，
８
４
３
万
円
に
対
し
、

返
礼
品
・
手
数
料
・
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
な
ど
の
支
出
は
１
，
６

２
１
万
円
で
し
た
。
差
し
引
き

約
３
，
２
０
０
万
円
の
純
利
益

と
な
り
、
町
の
財
政
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

Ｑ�

２
．
企
業
版
で
受
け
た
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
は
ど
の
く
ら
い
の
規
模

で
、
森
林
組
合
に
無
償
貸
与
し

た
理
由
は
。

Ａ�

２
．
渡
辺
パ
イ
プ
製
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
１
棟
（
間

口
９
ｍ
、
奥
行
き
27
ｍ
）
で
、

苗
木
育
成
用
の
灌
水
・
暖
房
設

備
な
ど
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

町
の
地
域
再
生
計
画
に
寄
与
す

る
た
め
、
東
北
町
森
林
組
合
へ

無
償
貸
与
し
、「
未
来
の
森
づ

く
り
拠
点
整
備
事
業
」
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

委
員
会
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○
教
育
民
生
常
任
委
員
会

�

（
11
月
20
日
開
催
）

　
委
員
長　

坂　
本　
直　
大

所
管
事
務
調
査
結
果

学
務
課

・�

令
和
８
年
度
東
北
町
小
・
中
学

校
の
学
級
編
成
状
況
に
つ
い
て

�

（
令
和
７
年
11
月
18
日
現
在
）

　
町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数

は
合
計
９
９
７
人
で
、
前
年
度
と

ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
。
特
別
支
援
学

級
も
充
実
し
、
全
校
で
き
め
細
か

な
教
育
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

︻
主
な
質
疑
応
答
︼

Ｑ�

１
．
特
別
支
援
学
級
数
の
決
め

方
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ�

１
．
障
害
種
別
（
自
閉
・
情
緒
、

知
的
障
害
な
ど
）
と
児
童
生
徒

数
に
応
じ
て
編
成
し
ま
す
。
単

純
な
人
数
で
は
な
く
、
支
援
が

必
要
な
種
別
ご
と
に
４
組
・
２

組
な
ど
と
決
定
し
て
お
り
、
小

中
学
校
と
も
に
学
年
に
関
係
な

く
同
様
の
基
準
で
す
。

Ｑ�

２
．
特
別
支
援
児
童
が
増
え
て

い
る
要
因
は
何
で
す
か
。

Ａ�

２
．
自
閉
・
情
緒
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、

Ｌ
Ｄ
な
ど
）
の
症
状
を
持
つ
児

童
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
知
的
障
害
の
子
も
い
ま
す

が
、
自
閉
・
情
緒
の
割
合
が
比

較
的
大
き
い
で
す
。
こ
れ
は
町

内
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
・
県

内
近
隣
（
七
戸
町
）
で
も
同
様

の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

Ｑ�

３
．
学
区
外
の
学
校
へ
の
生
徒

移
動
状
況
は
分
か
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ�

３
．
部
活
動
な
ど
の
希
望
で
東

北
中
学
校
と
上
北
中
学
校
の
間

で
移
動
す
る
児
童
生
徒
は
い
ま

す
が
、
詳
細
資
料
は
現
在
準
備

中
で
す
。
甲
地
小
学
校
か
ら
の

移
動
な
ど
も
含
め
、
最
終
数
字

は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後

受
付
状
況
を
確
認
の
上
、
報
告

し
ま
す
。

※�

小
・
中
学
校
生
徒
数
・
学
級
数

一
覧
は
次
ペ
ー
ジ
上
段
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

・
そ
の
他

○�

国
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
の
課
題

　
高
校
生
確
保
難
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会
へ
早
め
声
か
け
提
案
。
少

年
男
子
１
８
０
人
宿
泊
確
保
済
み

（
原
燃
セ
ン
タ
ー
等
）、
町
内
民
宿

不
可
。

○
学
校
生
理
用
品
の
設
置
状
況

　
全
小
中
学
校
に
令
和
３
年
寄
附

分
配
布
中
。
小
：
相
談
時
配
布
、

中
：
ト
イ
レ
設
置
。
在
庫
数
年
分
、

継
続
要
望
で
予
算
検
討
。

○
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
の
進
捗

　

進
捗
44
％
（
屋
根
・
外
壁
）。

臨
時
バ
ス
利
用
２
０
０
人
／
月
。

上
下
水
道
課

・�
主
要
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
上
下
水
道
事
業
の
主
な
進
捗

�
（
令
和
７
年
10
月
末
現
在
）

　
水
道
事
業

　
満
期
量
水
器
取
替
事
業
：
９
１

３
箇
所
の
メ
ー
タ
ー
交
換
発
注
済

み
（
進
捗
60
％
、
総
額
１
，
４
９

０
万
円
）。​

　
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
：
向

山
～
小
川
原
、
大
浦
～
徳
万
才
地

区
の
配
水
管
更
新
工
事
発
注
済
み

（
進
捗
60
％
、
計
６
，
６
０
５
万

円
）。​

　
水
道
施
設
耐
震
化
：
栄
町
～
南

町
の
県
道
沿
い
配
水
管
布
設
替
工

事
２
件
発
注
済
み
（
進
捗
60
％
、

総
額
４
，
３
５
０
万
円
）。​

　
美
須
々
・
淋
代
浄
水
場
統
合
：

詳
細
設
計
業
務
発
注
済
み
（
進
捗

40
％
、
１
，
５
６
２
万
円
）。​

　
下
水
道
事
業

　
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
：
21
基

設
置
（
東
北
６
基
・
上
北
15
基
）、

補
助
金
活
用
で
１
，
２
４
４
万
円

支
給
（
進
捗
57
％
、
総
額
２
，
１

８
４
万
円
）。​

　

自
然
に
や
さ
し
い
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
：
水
回
り
工
事
14
件
に

補
助
（
東
北
２
件
・
上
北
12
件
、

98
万
円
支
給
、
進
捗
70
％
、
１
４

０
万
円
）。​

　
上
北
・
栄
町
・
旭
町
・
南
町
枝

線
工
事
：
管
路
布
設
・
舗
装
復
旧

工
事
複
数
発
注
済
み
（
進
捗
50

－

95
％
、
総
額
６
，
１
０
６
万
円
）。​

　
管
路
点
検
・
浄
化
セ
ン
タ
ー
設

計
：
東
北
・
上
北
処
理
区
の
調

査
・
設
計
委
託
発
注
済
み
（
進
捗

５

－

50
％
、
総
額
３
，
３
７
０
万

円
）。​

　
全
体
総
事
業
費
：
約
２
億
６
千

万
円
規
模
。
耐
震
化
や
浄
化
槽
整

備
を
優
先
し
、
発
注
済
み
事
業
が

６
割
超
を
占
め
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。
水
道
・
下
水
道
の
安
定
供

給
と
災
害
対
策
並
び
に
環
境
保
全

対
策
を
強
化
中
で
す
。​

【産業建設常任委員会】

【教育民生常任委員会】
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議 会 の 動 き（10月～12月）
月　日 用　　　　　　務
10月６日 全国市議会議長会基地協議会東北部会　役員会

10月８日 東北防衛局長表敬訪問／防衛省表敬訪問

10月14日 議会改革特別委員会

10月16日 小川原湖環境保全対策特別委員会

10月21日 青森県町村議会議長会
正副議長・各種常任委員長・議会運営委員長・事務局長研修会

10月22日 議会広報特別委員会

10月27日 小川原湖環境保全対策特別委員会要望活動
（高瀬川河川事務所）

10月29日 全国市議会議長会基地協議会　理事会

10月31日 七戸町・東北町議会合同研修会
「こども・子育て（青森モデル）について」

11月４日
～

11月５日

全員協議会
小川原湖環境保全対策特別委員会要望活動
（国土交通省・東北地方整備局）

11月６日 全国市議会議長会基地協議会東北部会　定期総会

11月７日
上北郡町村議会議長会　定例会
上北郡町村議会議長会
議員研修会「ハラスメント防止研修」

月　日 用　　　　　　務
11月12日 全国町村議会議長会　全国大会

11月17日 青森県町村議会議長会　知事を囲む行政懇談会

11月19日 総務企画常任委員会

11月20日 産業建設常任委員会

11月21日 教育民生常任委員会

11月28日 議会運営委員会

12月２日 小川原湖環境保全対策特別委員会

12月４日
第４回定例会
全員協議会
議会改革特別委員会

12月９日 第４回定例会

12月10日 第４回定例会

12月12日 分屯基地交流会（地震により中止）

12月17日 基地対策特別委員会

12月19日 小川原湖環境保全対策特別委員会要望活動
（青森県環境エネルギー部・県土整備部）

12月24日 全員協議会

○小学校別生徒数・学級数（令和７年11月18日現在）
学校 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 総生徒数 普通学級 特別支援学級

上北小学校 53人 61人 60人 62人 68人 59人 363人 12組 ４組
甲地小学校 ７人 ４人 ７人 ７人 12人 10人 47人 ５組 ２組
東北小学校 39人 37人 37人 36人 38人 42人 229人 ７組 ５組
合　　計 99人 102人 104人 105人 118人 111人 639人 24組 11組

○中学校別生徒数・学級数（令和７年11月18日現在）
学校 １年生 ２年生 ３年生 総生徒数 普通学級 特別支援学級

上北小学校 71人 51人 63人 185人 6組 3組
東北小学校 58人 63人 52人 173人 6組 3組
合　　計 129人 114人 115人 358人 12組 6組

10／21　�青森県町村議会議長会　正副議長・各種常任
委員長・議会運営委員長・事務局長研修会

11／７　上北郡町村議会議長会　議員研修会
　　　　「ハラスメント防止研修」

委
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ＴＥＬ　0176-56-4227
ＦＡＸ　0176-56-3110

　
今
月
は
「
議
会
だ
よ
り
第
83
号
」
を
お

届
け
し
ま
す
。

　
本
号
は
、
12
月
定
例
会
を
主
に
編
集
し

ま
し
た
が
、
内
容
の
一
部
を
要
約
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
町
民
の
皆

様
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
作
り
を
心
が
け
て

お
り
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
要
望
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
議
　
　
長
　
田
　
嶋
　
　
　
悟

　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
委 

員 

長
　
沼
　
山
　
浩
　
幸

　
　
副
委
員
長
　
大
　
崎
　
昭
　
子

　
　
委
　
　
員
　
笹
　
倉
　
　
　
健

　
　
委
　
　
員
　
沼
　
山
　
英
　
隆

　
　
委
　
　
員
　
坂
　
本
　
直
　
大

　
　
委
　
　
員
　
斗
　
賀
　
高
太
郎

☆
お
知
ら
せ

東
北
町
テ
レ
ビ

（
東
北
町
自
主
放
送
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

町
議
会
３
月
定
例
会
の
放
送

予
定
は
３
月
上
旬
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

再
放
送
は
、
翌
日
の
午
後
７

時
か
ら
放
送
予
定
。

放
送
日
程
や
内
容
は
、
リ
モ
コ
ン

の
「
番
組
表
」
ボ
タ
ン
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小川原湖環境保全対策特別委員会　要望活動
　東北町議会では、小川原湖および高瀬川水域の水
質保全と環境改善を図るため、「小川原湖環境保全
対策特別委員会」を設置し、調査・検討を重ねてい
ます。
　委員会では、小川原湖ポロシャツを着用して国土
交通省本省、東北地方整備局、高瀬川河川事務所や
青森県環境エネルギー部、県土整備部など関係機関
を訪問し、水環境の改善と整備に向けた要望活動を
行っています。

　委員からは、水質改善に関する継続的な対策や関
係機関との連携強化、流域全体の環境保全への取り
組みを求め、担当者との意見交換を行いました。
　今後も本委員会では、豊かな自然環境を次世代に
引き継ぐための方策を調査・検討してまいります。

10/27　高瀬川河川事務所要望活動（八戸市）

11/4　国土交通省　廣瀬技官への要望（東京都） 11/4　永井国土交通大臣政務官への要望（東京都）

12/19　県土整備部へ要望（青森市）

令和８年２月５日（　）12東　北　町　議　会　だ　よ　り第83号

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。


